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飼い犬などのペットのふんは飼い主が持ち帰りましょう。　　地域づくり課環境対策班　☎０４７５（７０）０３８６問

　災害発生の危険が高まった時の危険度が
分かりやすいよう、避難情報と避難行動の
対応を明確にした５段階の警戒レベルが設
定されています。
　土砂災害や洪水など災害の危険度の高ま
りに応じて警戒レベルが高くなります。お住
まいの地区に警戒レベル３以上の避難情報
が発令された場合は、自身の状況に応じて
避難しましょう。
◇警戒レベル３　高齢者等避難
　避難に時間を要する方（高齢の方、障が
いのある方、乳幼児等）とその支援者は避
難をしましょう。その他の方はいつでも避難

風水害時の危険度を
５段階の警戒レベルで伝達します

　 安全対策課消防防災班
　 ☎０４７５（７０）０３０３
問

市内の指定緊急避難場所
・指定避難所はこちらから

ご確認ください

　災害時の生活用水を確保するため、防災井戸
を避難場所などに設置しています。
▶注意事項
・飲み水としての利用はできません。
・管理者の指示に従い利用してください。
・いたずらなどして壊さないでください。

　 安全対策課消防防災班
　 ☎０４７５（７０）０３０３
問

防災井戸の設置状況
〈土砂災害警戒区域の指定〉
①土砂災害警戒区域
　崖崩れなどの土砂災害の恐れがあ
る区域
②土砂災害特別警戒区域
　土砂災害警戒区域の中で、建物
に損害が生じ、住民に著しい危害
が生じる恐れのある区域
※指定区域は市ホームページでご　
確認ください。
〈土砂災害の起こる前兆〉
・崖に亀裂が入る
・崖から水が吹き出ている
・崖から音がする

問

土砂災害に注意～警戒と避難のポイント

気
象
庁
で
は
「
顕
著
な
大
雨
に
関

す
る
情
報
」
の
運
用
を
開
始
し
、

線
状
降
水
帯
の
発
生
予
測
等
を
発

表
し
ま
す
。

　

安
全
対
策
課
消
防
防
災
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
０
３

　
近
年
、
日
本
各
地
で
は
豪
雨
や

台
風
、
そ
れ
に
伴
う
土
砂
災
害
に

よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
台
風
に
よ
り

被
災
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
風
水
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
、

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
、
防
災
情
報

の
入
手
方
法
な
ど
に
つ
い
て
今
一

度
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇「
線
状
降
水
帯
」
と
は

　
積
乱
雲
群
が
数
時
間
に
わ
た
り

ほ
ぼ
同
じ
場
所
を
通
過
ま
た
は
停

滞
す
る
こ
と
で
、
線
状
に
伸
び
作

り
出
さ
れ
た
強
い
降
水
を
も
た
ら

す
雨
域
を
、
線
状
降
水
帯
と
呼
び

ま
す
。
警
戒
を
呼
び
か
け
る
た
め
、

風
水
害
に
備
え
て

９
月
１
日
は
防
災
の
日

問

▼
会
場
＝
大
網
小
学
校

▼
内
容
＝
避
難
訓
練
、
初
期
消
火
、

ポ
ン
プ
車
を
用
い
た
放
水
、
救
命

救
急
な
ど
の
体
験
型
訓
練
、
防
災

セ
ミ
ナ
ー
や
通
電
火
災
対
策
な
ど

の
啓
発
体
験
な
ど

　
安
全
対
策
課
消
防
防
災
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
０
３

　
市
で
は
、
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
地
震
へ

の
災
害
対
応
能
力
の
向
上
を
目
的

に
、
全
市
民
を
対
象
に
大
網
小
学

校
に
て
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。

　
詳
細
は
、
決
定
次
第
ご
案
内
し

ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
26
日
㈰

令
和
5
年
度
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す

問

●雨の強さと予想被害

10㎜以上
20㎜未満

20㎜以上
30㎜未満

30㎜以上
50㎜未満

50㎜以上
80㎜未満

80㎜以上

１時間当たり
 の雨量 予報用語

やや強い雨

強い雨

激しい雨

猛烈な雨

状　況

戒
レ
ベ
ル
ご
と
に
避
難
す
る
家
族

を
決
め
る
。

④
避
難
前
の
各
自
の
行
動
を
書
き
出
す

　
常
備
薬
の
準
備
、
携
帯
電
話
の

充
電
、
備
蓄
品
の
確
認
な
ど
を
自

由
に
記
載
す
る
。

　
安
全
対
策
課
消
防
防
災
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
０
３

　
自
分
や
家
族
が
、
災
害
時
に
い

つ
何
を
す
る
の
か
を
時
系
列
で
整

理
し
た
避
難
行
動
計
画
を
共
有
し

ま
し
ょ
う
。

◇
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
手
順

①
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
自
宅
を
確
認

　
自
宅
が
土
砂
災
害
警
戒
区
域
や

浸
水
想
定
区
域
に
入
っ
て
い
な
い

か
確
認
。

②
避
難
先
、
避
難
経
路
を
決
め
る

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
自
宅
に
近

い
避
難
場
所
を
確
認
し
、
浸
水
や

土
砂
災
害
の
恐
れ
の
あ
る
箇
所
は

避
け
て
経
路
を
決
め
る
。
避
難
先

は
市
指
定
避
難
場
所
だ
け
で
な
く
、

安
全
な
親
戚
や
知
人
宅
も
検
討
す
る
。

③
避
難
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
決
め
る

　
市
の
避
難
情
報
に
基
づ
き
、
警

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
し
て

災
害
時
の
避
難
行
動
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

問イ
ム
ラ
イ
ン
（
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
に
掲
載
）
の
作
成
を
推
奨
し
て

い
ま
す
。

　
安
全
対
策
課
消
防
防
災
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
０
３

　
台
風
や
豪
雨
時
に
備
え
、「
自

ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
」
意
識
を

一
人
ひ
と
り
が
持
ち
、
平
時
よ
り

地
域
の
災
害
リ
ス
ク
を
確
認
し
、

災
害
時
に
取
る
べ
き
行
動
に
つ
い

て
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
自
ら
が
自
宅
の

災
害
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
、
取
る
べ

き
行
動
を
判
断
す
る
た
め
の
「
避

難
行
動
判
定
フ
ロ
ー
」
お
よ
び
警

戒
レ
ベ
ル
等
の
避
難
情
報
を
読
み

解
き
避
難
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
判

断
す
る
た
め
の
「
避
難
情
報
の
ポ

イ
ン
ト
」
を
内
閣
府
が
作
成
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
避
難
が
必
要
な
場
合
に

「
い
つ
、
ど
こ
に
避
難
す
る
の
か
」

を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
こ
と

も
重
要
で
す
。
避
難
に
備
え
た
行

動
を
一
人
ひ
と
り
が
事
前
に
決
め

て
お
く
た
め
、
市
で
は
マ
イ
・
タ

「
自
ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
」た
め
、

「
避
難
行
動
判
定
フ
ロ
ー
」を
確
認
し
よ
う

問

できるように準備を整えましょう。
◇警戒レベル４　避難指示
　災害が想定される地区にお住まいの方は、
速やかに安全な避難先へ避難しましょう。
　避難先までの移動が危険と思われる場合
は、近くの安全な場所や、自宅内のより安
全な部屋に避難しましょう。
◇警戒レベル５　緊急安全確保
　既に災害が発生している状況です。
　命を守るための最善の行動を取りま
しょう。
　 安全対策課消防防災班
　 ☎０４７５（７０）０３０３

〈避難のポイント〉
①指定緊急避難場所への避難
②安全な親戚・知人宅への避難
　平時から避難について相談してお
きましょう
③安全なホテル・旅館への避難
④屋内安全確保
　その時点で居る建物内の２階な
ど、より安全な部屋への移動

　 安全対策課消防防災班
　 ☎０４７５（７０）０３０３

非常に
激しい雨

地面一面に水たまりができる。この程度
の雨でも長く続く時は注意が必要。

車のワイパーを早くしても、前が見づらい。
側溝や下水、小さな川があふれ、小規模
の崖崩れが始まる。
道路が川のようになる。山崩れや崖崩れ
が起きやすくなり危険地帯では避難の準
備は必要。
傘は全く役に立たなくなる。車の運転は
危険。土砂崩れが起こりやすく、多くの
災害が発生する。
息苦しくなるような圧迫感がある。雨によ
る大規模な災害が発生する恐れが強く、
厳重な警戒が必要。

問

▲マイタイムライン
の作成マニュアル、
記入シートのダウン
ロード（千葉県ホーム
ページ）

▲大網白里市版
マイタイムライン
（防災ハンドブック）

◀土砂災害について
（市ホームページ）

▲内閣府
リーフレット

▲防災ハンドブック
（市ホームページ）

◀防災井戸の
設置状況
（市ホームページ）

№677 2023.9.13

問

空き地を所有・管理している方は、定期的に草刈りなどを行いましょう。　　地域づくり課環境対策班　☎０４７５（７０）０３８６問

能
性
が
あ
り
ま
す
。
窓
ガ
ラ
ス
に

テ
ー
プ
を
貼
っ
て
飛
散
防
止
の
補
強

を
し
た
り
、
雨
戸
に
ガ
タ
つ
き
が
無

い
か
点
検
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

◇
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
断
絶
に
備
え

ま
し
ょ
う

　
断
水
に
備
え
、
湯
船
に
満
タ
ン

の
水
を
蓄
え
生
活
用
水
と
し
た

り
、
停
電
に
備
え
て
発
電
機
、
懐

中
電
灯
、
ラ
ン
タ
ン
等
の
備
蓄
、

携
帯
電
話
や
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ

リ
ー
の
充
電
や
懐
中
電
灯
用
の
乾

電
池
の
確
保
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

安
全
対
策
課
消
防
防
災
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
０
３

　
台
風
に
よ
る
暴
風
雨
は
雨
水
に

よ
る
浸
水
や
窓
ガ
ラ
ス
の
破
損
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
台
風
の
接
近
に
備
え
て
、
少
し

で
も
被
害
を
小
さ
く
で
き
る
よ
う
事

前
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
台
風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
も
の

は
、
室
内
に
取
り
込
む
か
固
定
し

ま
し
ょ
う

　
庭
木
の
固
定
や
庭
に
あ
る
植
木

鉢
、
物
干
し
竿
は
家
の
中
に
し
ま

い
、
設
置
さ
れ
て
い
る
パ
ラ
ボ
ラ

ア
ン
テ
ナ
は
点
検
し
て
固
定
し
ま

し
ょ
う
。

◇
側
溝
や
排
水
溝
、
雨
樋
の
清
掃

を
し
ま
し
ょ
う

　
掃
除
を
す
る
こ
と
で
水
は
け
が

良
く
な
り
浸
水
リ
ス
ク
の
低
減
と

な
り
ま
す
。

◇
窓
や
雨
戸
を
補
強
し
ま
し
ょ
う

　
強
風
で
飛
ば
さ
れ
て
き
た
飛
来

物
に
よ
り
窓
ガ
ラ
ス
が
破
損
す
る
可

台
風
に
備
え
て
事
前
の
対
策
を

3つの安全行動

頭を守り 動かないまず低く
COVER! HOLD ON!DROP!

▲備蓄品チェックリスト
（市ホームページ）

か
な
い
よ
う
に
留
め
金
を
付
け
る
。

ま
た
、
ガ
ラ
ス
部
分
に
飛
散
防
止

フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
。

・
テ
レ
ビ
＝
テ
レ
ビ
台
に
固
定
す

る
粘
着
マ
ッ
ト
や
壁
に
固
定
す
る

ベ
ル
ト
を
利
用
す
る
。

◇
家
の
周
囲
の
安
全
対
策

　
植
木
鉢
の
落
下
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
倒
壊
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
屋
根
＝
屋
根
瓦
や
ア
ン
テ
ナ
の

補
強
を
す
る
。

・
窓
ガ
ラ
ス
＝
飛
散
防
止
フ
ィ
ル

ム
を
貼
る
。

・
ベ
ラ
ン
ダ
＝
植
木
鉢
な
ど
を
落
ち

る
危
険
が
あ
る
場
所
に
置
か
な
い
。

・
ガ
ス
ボ
ン
ベ
＝
ボ
ン
ベ
を
鎖
で

固
定
す
る
。

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
門
柱
＝
基
礎
や

鉄
筋
が
無
い
場
合
は
補
強
し
、
ひ

び
割
れ
が
な
い
か
確
認
す
る
。

　
安
全
対
策
課
消
防
防
災
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
０
３

◇
家
の
中
の
安
全
対
策

　
地
震
が
起
き
た
と
き
、
家
具
の

転
倒
や
落
下
、
ガ
ラ
ス
の
飛
散
に

よ
り
思
わ
ぬ
け
が
を
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

・
寝
室
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
の

い
る
部
屋
に
は
大
き
な
家
具
は
置

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
タ
ン
ス
な
ど
大
き
な
家
具
は
L

字
金
具
や
支
え
棒
を
使
用
し
、
倒

れ
に
く
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
、

出
入
口
や
通
路
に
は
物
を
置
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
家
具
の
転
倒
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
〉

・
タ
ン
ス
＝
L
字
金
具
や
支
え
棒

で
固
定
。
二
段
重
ね
の
場
合
は
つ

な
ぎ
目
を
金
具
で
固
定
す
る
。

・
冷
蔵
庫
＝
後
ろ
の
上
部
に
転
倒

防
止
ベ
ル
ト
の
取
付
箇
所
が
あ
れ

ば
、
ベ
ル
ト
を
通
し
て
壁
に
固
定

す
る
。
無
け
れ
ば
、
扉
と
扉
の
間

に
針
金
を
巻
い
て
金
具
で
壁
に
固

定
す
る
。

・
食
器
棚
＝
L
字
金
具
や
支
え
棒

で
固
定
し
、
重
い
食
器
は
下
に
、

軽
い
食
器
は
上
に
収
納
、
戸
が
開

　
地
震
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か

ら
な
い
災
害
で
す
。
普
段
か
ら
少

し
で
も
被
害
を
抑
え
ら
れ
る
よ
う

に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◇
も
し
地
震
が
起
き
た
ら

　
慌
て
ず
に
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う

・
身
の
安
全
を
確
保
す
る
。

・
す
ば
や
く
火
の
始
末
を
す
る
。

・
非
常
脱
出
口
を
確
保
す
る
。

・
火
が
出
た
ら
で
き
る
限
り
消
火

す
る
。

・
外
へ
逃
げ
る
と
き
は
慌
て
な
い
。

◇
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
（
３
つ
の
安

全
行
動
）
の
実
践

 

地
震
が
起
き
た
ら
落
ち
着
い
て

行
動
し
ま
し
ょ
う

問

問

問　安全対策課消防防災班
　☎０４７５（７０）０３０３

　大規模災害では、ライフラインや物流
の停止、長期間の避難所生活等により物
資が不足する恐れがあります。市の備蓄
数には限りがありますので、各家庭では
災害発生後１週間程度の食料や水の備蓄
にご協力をお願いします。
〈常時携行品〉
　財布・携帯電話・キャッシュカード・
免許証など貴重品、携帯ラジオ、携帯電
話の充電器
〈非常持出品〉
　２泊３日程度の避難生活に必要な非常
食や飲料水、持病薬やアレルギー対応食
などを優先する。普段からリュックサック
に入れておく。
〈備蓄品〉
　最低３日分、可能であれば１週間以上
分の食料や水。食料はレトルト食品や缶
詰、カップ麺。水は大人１人当たり１日３
リットルが目安。ポリ容器や下着、着替え
も用意。
▶停電時に役立つもの＝懐中電灯、ラン

タン、携帯ラジオ、卓上こんろ、乾電池、
発電機（屋外で換気し使用）
▶断水時に役立つもの＝飲料水、給水用
ポリ容器、非常用トイレ
　ポリ容器に普段から水を貯めておくと、
生活用水に使用できます。
〈ローリングストック法で食品の備蓄を〉
　普段食べているインスタント食品等を
多めに買い、消費期限の短いものから消
費し、食べた分を補充していく方法です。
消費期限切れを防ぎ、食べ慣れた食品を
災害時に食べることができます。

災害に備えて家庭で備蓄品を準備しましょう

　各家庭でできる災害対策として、水道水のく
み置きがあります。人が生きていくためには「１
人１日３リットル」が必要とされています。
①くみ置きの方法
　清潔でふたのできる容器（ポリタンク・ペット
ボトル・水筒など）になるべく空気が入らないよ
うに口元いっぱいまで水道水を入れてください。
　このとき、水道水を沸騰させたり浄水器等に
通さないで、蛇口からそのまま容器に保存して
ください。
②くみ置きの保存方法・期間
　直射日光を避けて、凉しいところで保存して
ください。また、消毒用の塩素
効果が持続するのは、３日程
度です。保存期間を過ぎた水
は、飲み水以外の手洗いやトイ
レの水としてご利用ください。
　 山武郡市広域水道企業団
　 ☎０４７５（５５）７８５２

災害に備えて今日から
水のくみ置きを！

～９月１日は防災の日～

山武郡市広域水道企業団
マスコットキャラクター
「さんすいちゃん」

「ガスと暮らしの安心」運動

問

　「つい」、「うっかり」などでガスの事故は発生します。ガスを使用する一
人ひとりが注意をすることで、事故の無い快適な暮らしを実現しましょう。

市営ガスは、家計にも環境にもやさしい県産天然ガスを供給しています
（供給しているガス種は１２Ａです）。

ガス事業課　☎０４７５（７２）１１３１

防災情報の受信準備はできていますか大網白里市
からの

　市内の各携帯電話会社の端末に
メールが送信されます。 ※登録不要

　防災行政無線の放送を自宅で聞く
ことができます。 ※負担金１万円

問　安全対策課消防防災班
 　☎０４７５（７０）０３０３

千葉県 PR
マスコット
キャラクター

ホームページ
〈市ホームページ〉 〈千葉県防災ポータルサイト〉

〈市メール配信サービス〉

〈緊急速報メール（エリアメール）〉

〈「安全対策課」公式X
 （旧ツイッター）〉

〈防災行政無線〉

〈戸別受信機〉

　防災行政無線の放送内容を確認す
ることができます。利用には通信料が
かかります。 ☎０４７５（７２）１０００

・ガスを使用するときは必ず換
　気をしましょう。

・機器接続口に合った正しい接続具
　を使用しましょう。

・ガス漏れ警報器を設置しましょう（火災警報器や一酸化炭素
　警報器との複合型もあります）。

〈電話応答サービス〉

〈Ｙａｈｏｏ！
 防災速報アプリ〉

メール SNS

放送 アプリ

▶登録用アドレスを
　読み取ります

▲iOS ▲Android

▶@anzen_os_0303

防災

チーバくん

　「ガスと暮らしの安心」運動についての詳細は、日本ガス協会のホーム
ページをご覧ください。

ソフトコード（ゴム管）

ガスコード

スリムプラグ型

ゴム管差込型

長さ：0.5m・1m・2m・3m・5m・8m


